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東京大学構内遺跡出土陶磁器の機器分析

東京大学構内遺跡出土陶磁器の機器分析

－機器中性子放射化分析と ICP 発光分光分析を中心に－

� 二宮　修治
ˎ本ߘは、二宮修治ઌ生の当日のごߨԋ内容をςープお

͜ししたものである。文意のとれるように、ଟগの修ਖ਼

を加͑たものの、当日のごߨԋそのままのงғؾを͡ײ

られるよう、なるた͚खを加͑ͣ掲載するように心が͚

た。なお、ඞ要に応͡て、後日、二宮修治ઌ生に確認し

て掲載しており、内容についてはޡりのないものとした。

当日資料・PPXFSPPJOU ը面は、ඞ要に応͡て、֘

当Օ所に、図・表・ࣸਅをૠೖした（水本）。

たͩいまごհいたͩきました、東京学ܳ大学の二宮

です。

堀内秀樹ઌ生のϨジϡϝに、陶磁器分析年表というも

のがあります͚れども、ࢲどもの関している部分をΈ

ますと、1991 年のқ陶磁研究の論文、͜れがࠓճの

発表の基本となっている部分になるかとࢥいます。その

ลのおですので大分年がܦってきて、ࣗࢲ、গし

間ҧ͑るかもしれまͤΜ͚れども、それはごצหいたͩ

きたいとࢥいます。それから、ݪ子がなかなか使͑な

͘なってきたというݱঢ়のなかで、΄かの分析法とい

う形で、ಛにଟݩૉ同࣌ఆྔできる分析法という形で、

ICP 発光分光分析という方法にҠ行しは͡めて、そ͜で

一ఆの成果が出てきていますので、͜の分析法について

もগしকདྷのలという͜とでおさͤていた͚ͩれ

とࢥっております。

、ճの資料は、ϙΠントとなる部分はϨジϡϝの方にࠓ

"3 版で大きなプリントになっています͚れども、そ͜

に概かな͜とは書いてあります。それから、్中に出て

͘る分析の݁果については、後部の方に、一応、いま

まで行った分析の生データをそのまま掲載してΈました

（資料 2、3、4、5）。はり、͜͜らลもはりͻ

とつ大事な点なのかなとࢥいます。ಛに、ࢲども分析の

ਫ਼度とかਫ਼確さなどඇৗに大事にしておりますので、ࢲ

どもがखֻ͚た分析法、ICP 発光分光分析もؚめてまと

めておきました。後でご覧になっていた͚ͩれとࢥい

ます。たͩがฒΜでいる͚ͩなので、あまり面ന͘

ないかなというؾはいたします。

日のϙΠントとなる部分は、前部では、堀内ઌ生ࠓ

からおがありましたように、理学部の方の 7 号館地点

の分析、͜れがࢲどものϙΠントとなる事ͩろうと

っ͜ىっています。͜͜から生していろΜな͜とがࢥ

ていますので、͜͜をࠓ日もう一度きちΜとおさͤて

いた͚ͩれとࢥっています。

東京大学本郷構内の遺跡、理学部 7 号館地点にϙΠン

トがあります͚れども、それに関࿈して、江戸前期とい

う形で、୩古༼との関࿈で、石県のീ田中遺跡、そ

れとभの方のਧ上遺跡です。͜͜は、ං前磁器と

қ陶磁が出ています。

生࢈地遺跡としての༼については、ං前の地Ҭ、࢛֯

͘ғΜͩ地点でං前の有田地区、ݟࠤ地区、それから、

地区です。各地区をғΜでありまͤΜ͚れども、օخ

さΜの方がご覧になっているͩろうとࢥいます（資

料 1 図 1）。

それから、広ౡのඣ୩、岡の上ݪ、関した༼と

いう͜とで、生࢈地の基४資料という͜とでγスςϚ

ςΟックに分析をੵいたしました。

ࣸਅ 1 は、ઌ΄ど堀内ઌ生のおに出てきました͚れ

ども、理学部 7 号館地点の表的な資料のࣸਅです。ࠨ

上の 4 点が、いわΏる古୩༷式とݺれている資料、

ӈ上がҏສཬです。Լのࣸਅが中国で 3 点がܠಙ、Լ

の 2 点が㦆ऱ༼とਪఆされるものです。ଟ分、؟でݟ

てもはっきりしていますので、お分かりいた͚ͩるかと
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います。͜れらࢥ 10 点をؚめて、32 点について化学分

析を行いました。

͜れが、32 点の実ଌ図です（資料 1 図 3）。1 ʙ 4

の 4 点が古୩༷式で、5 がҏສཬで、͜͜から番号が

ら͘なっていまして、すΈまͤΜ。6ͮ͑ݟ ʙ 10 が中

国です。͜れらをؚめて 32 点です。

一番大事な部分はࠓճは資料としてプリントでお

ࣔししてあります。͜ちらが、プリントのॱ番は付資

料 1 表 1 からになっておりまして、付資料 1 表 5 Ҏ߱

に消費地の方をࣔしてあります。ಛに、付資料 1 表 1

ʙ 7 では、大ڮ（߁二）ઌ生と、Ӌ生（३子）ઌ生の؍

います。そࢥに書かれているかとࡉのಛ等が大มৄ

れから、資料も江戸前期にߜっておりますので、実ࡍに

はेޒ点分析しているのです͚れども、࢈地がҧうよ

うなものとかは、ෳࡶになってしまうので、大ڮઌ生の

؟での؍であるఔ度年をߜった形で、32 点の分

析を行っております。

それからઌ΄どごհしましたように、関࿈の遺跡と

いう形で、消費地です͚れども、付資料 1 表 6 ീ田中

遺跡（石県）、付資料 1 表 7 ਧ上遺跡（ࣛࣇౡ県）、

でಛに、ീ田中遺跡は୩という形になるのです͚れど

も、ਧ上遺跡の方は 3 点がං前、࠷後の 1 点、͜れが

中国のݐの方の資料ではないかという͜とですので、

͜れから確認をしていきたいとࢥいます。ですから、東

大の方で、中国が 5 点出ていますし、それから、ਧ上

遺跡で 1 点という形で、日本とはかなり化学組成がҧう

という͜とも、ご理ղをいた͚ͩるのではないかとࢥい

ます。

資料 1 表 1 ʙ 4 が生࢈地の方になります。生࢈地

の方で、ං前（有田、خ、ݟࠤ地区）の 55 点、上

ݪ（う͑のる）9 点、ඣ୩ 2 点、୩ 4 点です。

୩は点をもうগし行っているのです͚れども、磁器化

していない陶࣭の資料は外して、磁器࣭の資料͚ͩをબ

して͜͜では報告しております。

ࣸਅ 2 は生࢈地の一例です͚れども、上の一ஈがࢁล

田（༼跡）、古୩༷式との関࿈がਂいという༼です。

それから、柿ӈӴ（༼跡）と、ఱۡ୩（古༼跡）。͜

れなどは、ࢲよりもօさΜの方がごଘͩ͡とࢥいます͚

れども、柿ӈӴの独ಛのಁ໌ײですͶ、͜れはఱۡ୩

の方はమなどが༹͚て੨ന͘発色しています͚れども、

͜れなどは大きなҧい、として認められます。

͜れは後でᬵༀのと͜ろで大事な部分になるのかとࢥ

います。

ࣸਅ 3 上ஈはخ地区、͜れが 2 つの系౷の༼、Լஈ

がݟࠤと岡の上ݪの資料です。

ࣸਅ 4 が、関࿈地Ҭとして、ඣ୩、୩古༼です。͜

れが実࡚ࢁ、ࡍ一༤ઌ生のごڐՄもいたͩいてࣔしして

いるࣸਅ（ࠨ側ɿ磁器ย）なります。࡚ࢁઌ生からৡり

ड͚た資料です。はり分析のਫ਼度がੲとҧってきてい

て、かなりඍྔでࡁΉようになってきた͜ともؚめてお

ࣔししています。ࠨԼのࣸਅで、͜のってあると͜ろ

ࣸਅ �　ੜ࢈Ҩग़࣓ثยࢿྉͷҰ例ᶃ
上：山辺田窯　 下左：柿右衛門窯　下右：天狗谷窯

ࣸਅ �　ੜ࢈Ҩग़࣓ثยࢿྉͷҰ例ᶄ
上左：不動山皿屋谷窯（嬉野地区）　上右：吉田窯（嬉野地区）
下左：三股窯（波佐見地区）　　　　下右：上の原窯（福岡県）

ࣸਅ �　ੜ࢈Ҩग़࣓ثยࢿྉͷҰ例ᶅ
上：姫谷窯（広島県）　下：九谷窯（左：磁器片　右：切断資料）
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が、࡚ࢁઌ生が分析された部分、土部分から、ࣃ科用

のυリϧでり出して、大มۤ࿑して分析されたのͩと

。いますࢥ

考古学的にকདྷॏ要なϙΠントとなるようなと͜ろは

できるݶりしてます。っても良いような部分、͜の

資料を後でݟたいというようなとき、報がࣦわれない

ような場所をμΠϠϞンυΧッターで断します。次に

྆側のᬵༀを、実ࡍには物理的にࡉかいϋンϚーでたた

きͩすのです͚れども、Ψϥス࣭なのでόサッ、όサッ

と、きれいにׂれるものがଟいです。

͜れらの作業をきちΜとして、施ᬵ部分を除いたશ

に土部分͚ͩをऔり出して、分析のための資料調整を

します。͜ れが大มॏ要なϙΠントになるかとࢥいます。

ᬵༀがちΐっとでもࠞೖしますと、そのᬵༀの化学組成

とはͩいͿΜҧいますので、す͙に分析の方でԚછとし

てはっきりわかってしまうかとࢥいます。

͜れは、भ陶磁文化館の『土とԌ』というΧタロά

です（図 1）。

͜の『土とԌ』はすでにઈ版らしいです。݅の

ૉ地のݪ料で、陶石というのが使われているのが、ං前

磁器のಛになるのかとࢥいます。

ૉ地がന色で、ಁ光性、光を通すという。つまり、ߴ

Թম成のため、磁器化して、ૉ地がΨϥス化していると

いう形になります。ですから、ٵ水性もないし、たたい

た࣌にきれいなԻがします。かなりきちΜとমしめられ

ているという、͜の点が΄かの土器・陶器とҧう部分に

なるかとࢥいます。

ম成（Թ度）がߴいという͜とは、ઌ΄どのᬵༀとૉ

地の部分との境ք面において、ࡾ構になっています

͚れども、断面ではきれいにׂれる͜とがଟ͘あります。

͜れが磁器土サンプリンάをっていてうま͘い͘要

Ҽとࢥいます。

ʲ陶磁ݪ料ʳ

ができてؠ料物࣭についてです。ϚάϚから、Ր成ݪ

෩化と運ൖによって、ଯੵ物になって、いわΏる೪土に

ม化したり、あるいはଓ成作用によりଯੵؠになります。

きものの報としては、ϚάϚが݁থ化しՐ成ؠを生

成するときの、߭物が生成するࡍのいろΜなڍ動、次の

ஈ֊での෩化のときのさま͟まなڍ動が૬ޓにಇいてい

る形となりますので、きもののݪ料にはさま͟まなؠ

石ができるときの報、෩化のときの報がॖڽされて

いる形となります。͜れらの報を化学組成の面からऔ

り出してい͜うという͜とになります（図 2）。

ʲ෩化ʳ

それで、෩化の部分をݟていきます（図 3）。ମ物

࣭の部分がՐ成ؠになります。ؠ石、ͩいたいは大地

֪を構成するՖቋ࣭ؠとか、ྲྀ࣭ؠ、いわΏるࢎ性ؠ

がؠになります。͜れが෩化、水とか二ࢎ化ૉなど、

さま͟まな環境の中で、͜ういったέΠࢎԘ೪土にม化

していきます。࠷ऴ的に、έΠࢎԘ೪土であるΧΦリφ

Πトがओ成分物࣭となっていきます。それから、Ր成ؠ

中の有色߭物にమがؚまれていますから、మが෩化աఔ

で、水ࢎ化物のような形で఼し、࠷ऴ的に、మ߭に

なります。͜れがࠞࡏした形でࢲたちのखݩにݪ料とし

て供給されます。

͜ういったྲྀؠというؠが、ΧΦリφΠトという

形で೪土߭物をओたる成分とする、ΧΦリン೪土にม化

していきます。͜のΧΦリン೪土を使ってい͘͜とにな

るかとࢥいます。それで、෩化というのは、物理的な෩

化では小さ͘なってい͘形です（表 1）。表のԼ方に

ཻ度が小さ͘なって、࠷ऴ的に೪土೪土ؠになるわ͚

です。

͜の化学的෩化のڧさは、ؠ石を構成するそれͧれの

߭物のڧさにґଘします（図 4）。Χンϥン石は 4JO ⒬の

ਖ਼࢛面ମ構が独立している形でΏるい構にରして、

石ӳはਖ਼࢛面ମのࢎૉを共有している形でかっちりした

構になっています。

Լ行͚行͘΄ど෩化されに͘͘、無色߭物である

石、നӢ、石ӳでは、石が࠷ॳに෩化して、Ӣ

が෩化してനӢになって、࠷後は石ӳまで෩化がਐΜ

でい͘、という͜とになります。

ですから、その෩化の度合いがΧΦリφΠトとݺれ

ている೪土߭物の生成がきものの土にとってのॏ要

なϙΠントになります。෩化のスςージという考͑方が

ඞ要となります。

（表 2 の）後期෩化ஈ֊の 10 のスςージあたりから、

きものとして使っています。ಛに、ઌ΄どమ߭など

ࣸਅ �　ؠ࣭ʢྲྀؠʣͱ෩ԽੜͰ͋ΔέΠࢎ
Ԙ೪߭ʢΧΦϦφΠτʣ
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のࢎ化物߭物も表的߭物です。

ΪブサΠト、మ߭などΞϧϛχϜమのࢎ化物߭

物としてଘࡏする形になるかとࢥいます。͜のどういう

߭物があるかによって、෩化のスςージがಡΈऔれます。

ࣸਅ 6 はઘࢁ陶石場とその陶石です。ࠓは 2016 年の

有田ম創業 400 年記೦事業をܴ͑て大มมわってしまっ

ています。ೖޱ付ۙにࡤができてݟ学できるようになっ

ています。ӈԼのࣸਅがઘࢁの陶石ですͶ。おそら͘、

͜の表面のԫ色い部分は、మがどΜどΜ༹͚ͩしてきて、

ೱॖとは言いまͤΜが、どΜどΜుき出されて内部が७

化されています。ΞϧϛχϜとέΠૉで構成されるΧ

ΦリφΠト೪土߭物によりന色になっているのͩろうと

います。ϥンクがあり、一等石とか二等石、というよࢥ

うな区ผがある͜とをうかがっております。

͜の陶石をݪ料として用いるのではな͘、͜れを

前ॲ理とか༷々なॲ理をしてݪ料の೪土からૉ地の調整

がೖってきます。͜れもまた大きな報になるかとࢥい

ます。

෩化です͚れども、ཻ度と߭物組成との関を表 3 に

ࣔしました。ཻ度が、表のӈ側に行͚行͘΄ど෩化が

ਐΜでいる͜とになります。きもの೪土の世քで

は、2 ϛクロンҎԼのཻܘの集合ମを೪土とఆٛしてい

ます。ཻࡉ೪土がきもののݪ料になっているわ͚です。

ಛ的には、෩化がਐめਐΉ΄ど、෩化がਐΜͩとき

にどういう߭物がな͘なってい͘のか、また、৽たにど

のような߭物が生成するのかが大มڵຯਂ͘なって͘る

わ͚です。

ಛに、೪土߭物のΧΦリφΠトといわれるようなもの

が、どΜどΜ生成して͘る。෩化にڧい石ӳでも෩化さ

れて、構成成分のҧいとなっているわ͚です。それから、

͜ういったಛ的なమの化合物܈です͚れども、͜ れが、

ઌ΄どड़たࢎ化物೪土のྔが増大しますので、͜ちら

はࢎ化物として෩化のఔ度に応͡て生成して͘る形とな

ります。ཻࡉ೪土構成成分の組成がϙΠントになります。

しかしながら、͜れをそのまま使っている༁ではないで

すので、ૉ地の調整とか、༷々な事例をఆするඞ要が

あるのかとࢥいます。

「೪土そのものを分析してもԿもわからない」、という

のはよ͘言われている͜とです。「মかれたものからٞ

論をしてい͘」という͜とが大事な͜とになろうかとࢥ

います。

きちΜとサンプリンάする場合に、そういったমきも

のの基本的な調査というのが基本になっていて、それが、

どもの調査の中でも、大มॏ要なϙΠントになっていࢲ

ます。きちΜとした資料を、ࢲたちと共同で分析する͜

とによって、報をきちΜとऔり出ͤる、という͜とが

わかってきました。

きもののম成です͚れども、͜れはࣔࠩ分析と

ॏྔ分析݁果です（図 5）。加した࣌にΧΦリφΠト

のような೪土߭物がどのようなม化をするかの分析で

す。͜͜では、600ˆを͑ますと、水して、ϝタΧ

Φリンというඇথ࣭な物࣭にม化します。ඇথ࣭物࣭が、

ϜϥΠト化とか、クリストόϥΠトができて、݁থ化し

て͘る応が͜ىります。߭物の組成が 9 ઢճ析分析

などでわかりますので、ম成Թ度の一つの目҆になると

。いますࢥ

料の方にります。表ݪ 4 は陶磁器ݪ料の೪土、陶石

の化学組成です。6 番と 7 番の間で大き͘มわっている

͜とにおͮؾきになるかとࢥいます。1 ʙ 6 番は೪土ྨ、

7 番・8 番・9 番が、いわΏる磁器のݪ料です。それから、

6 番までではಛ的な部分では、έΠૉが͘てΞϧϛ

χϜがߴいという、ちΐっと 5 番のಛҟ的な೪土が、

戸َ൘のݪ料があってそれを除きます͚れども、いわ

ΏるέΠૉとΞϧϛχϜで、いわΏる೪土のಛです。

陶石では、έΠૉが͘ߴ、ΞϧϛχϜがいというಛ

が認められます。೪土と陶石との大きなҧいになるか

とࢥいます。

もう 1 点は、ΧリϜؚ有ྔです。ηリサΠト（ݜӢ

）とݺれる、߭物が෩化で生成してきます。͜のΧ

リϜ、φトリϜのΞϧΧリۚଐ成分が༹༥という形

でૉ地をߴԹで༹かすಇきをするので、そのลがϙΠン

トになるとࢥいます。

それから、ऊྔݮ（ऊݮ）です。加した࣌のॏྔ

গです。ॖΈ۩合が陶器と磁器とて大き͘ҧって͘るݮ

のも、͜ういうと͜ろからಡめるとࢥいます。

ࣸਅ �　ංલɾ༗ా۠ͷઘࢁಃੴͱઘࢁಃੴ
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ʲ࢈地分析ʳ

それでは、࢈地分析のにっていきたいとࢥいます

（表 5）。きものは、߭物に目するときは、ബย؍

などによる߭物の組成によって࢈地をΈる͜とができま

す。それから、陶磁器などでは化学分析、ಛに、ࠓճの

報告では、中性子放射化分析と、後部でおするのは、

ICP（༠ಋ݁合プϥζϚ）発光分光分析を使っています。

いͣれも、ݱஈ֊では、คにして分析いたします。༹

ӷにして、というのが、ICP 発光分光分析のಛになり

ますので、ഁյ分析というものになります。それで、機

器中性子放射化分析というのは、はりคにして分析

にか͚ます。分析化学の分では、化学的なॲ理をしな

い場合には、ඇഁյ分析といいます。

次は、スϖクトϧ分析のになります（表 ࠓ。（6

日の分析の概略͚ͩઌにおしてしまいますと、Τωϧ

Ϊー（ݯىྭ）ݯがԿであるのか、であったり、中性

子であったり、ྭىするΤωϧΪーが問になります。

。により整理する͜とができます出報との関ݕ

そ͜からどういう報をऔるかという͜とになりま

す。例͑、放射化分析ですと、中性子を照射します。

そ͜でྭىして、放射化という形でよりΤωϧΪー४Ґ

のߴいঢ়ଶにします。ྭىঢ়ଶから基ఈঢ়ଶにམちると

きにΤωϧΪーを放出します。͜ のΨンϚઢをଌるので、

ΨンϚઢは電磁なので、ݕ出する報としては、電磁

の分ྨにೖります。

それから、後部でおします ICP 発光分光分析は、

ΤωϧΪーݯが、ICP、プϥζϚですからߴ、 पによっ

て 6000ˆ͘らいまであ͛てをか͚てྭى（ΤωϧΪー

出報が電磁ݕ。して、そ͜から出て͘る光をଌる（ݯ

になりますので、͜の表中で、ΤωϧΪーݯがでݕ

出報が電磁として分析が整理されます。いろΜな分

析を͜ういった形で整理されておきますと、どういうと

͜ろにϝリットがあって、どういうと͜ろにデϝリット

があるか、がつかめるのではないかとࢥいます。

文化財科学の分で、放射化分析のごઐのฏҪ（ত

、ઌ生で、మの分析などをされた方です。それから（࢘

ICP 発光分光分析の方は、ྺതのᜊ౻（）ઌ生がまと

められているとࢥいます。

ʲ中性子放射化分析ʳ

放射化分析は、ݪ子の中に分析資料をೖれて、中性

子を照射する͜とにより、資料中の構成成分であるݪ子

がྭىされて、そ͜から放出される、ΨンϚઢのスϖク

トロϝトリーによるものです。ඞͣݪ子がඞ要となり

ます。͜の中性子照射のϨϕϧによって、それͧれ、ः

ณの問とかいろいろ出てきます。すでに立教大学のݪ

子がഇになってしまいました。ࢲどもは、立教大学

のݪ子を使っていたので、本法を行う͜とができな͘

なってしまいました。立教大学のݪ子は、大ม出ྗが

ऑ͘、ちΐうど放射化分析などをするのにඇৗに良い、

。೦です子ͩったのです͚れども、とてもݪ

（立教大学のݪ子は）ഇで、実ࡍには使われてい

ないのです͚れども、概略͚ͩおをしていきたいとࢥ

います。

ࣸਅ 7 が立教大学のݪ子です。ंがਖ਼面にあって、

中ԝの෴いの中がݪ子になっています。ࣸਅ 8 がݪ

子のܕです。ちΐうどݪ子で͜れが中にೖってい

るとࢥっていた͚ͩれ良いとࢥいます。͜のݪ子の

上がプϥットϑΥーϜ（ࣸਅ 9）になっています。͜͜

で資料を中性子照射します。ΨンϚઢのଌఆ機で、照

射資料のΨンϚઢスϖクトϧのղ析を行います。ఆྔ、

ఆ性分析がՄになります。

ࣸਅ ࢠݪԽੳʢࣹ์ࢠதੑثػ　�
ɿཱڭେֶڀݚྗࢠݪॴʣ

ࣸਅ ࢠݪԽੳʢࣹ์ࢠதੑثػ　�
ܕɿཱڭେֶڀݚྗࢠݪ
ॴʣ

ࣸਅ ࢠݪԽੳʢࣹ์ࢠதੑثػ　�
ϓϥοτϑΥʔϜɿཱڭେ
ॴʣڀݚྗࢠݪֶ
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チャ（はگのը૾のঢ়͜）、子の中は͜Μな形でݪ

Ϩンίϑݱって言います͚れども、͜ ͜が、照射ޱで、

͜͜からೖって、つーっと、中性子がたまっていると

͜ろです͚れども、͜͜で中性子を照射する形となり

ます。͜れは、チャϨンίϑޮ果という、たいΜきれ

いな形で、੨നい光が良͘հされたりしているものと

います。（ࣸਅࢥ 10）

資料を、まͣ、͜ういったคにして、1DN ֯͘ら

いのାに٧めてしまいます。そして、資料としては、

20NH から 50NH ఔ度、ϛリάϥϜ、というΦーμーで

す͚れども、ਫ਼確にടྔしてそれをାに٧めていきます

（ࣸਅ 11）。

͜ちらのࣸਅ 11 の上ஈࠨ側がΞϝリΧ地࣭調査所

のඪ४ؠ石、ӈ側が日本のඪ४ؠ石です。ΞϝリΧの

ඪ४ؠ石の方が分析のਪの৴པ性のߴさは、͜ちら

の方が分析のがۃめてଟいので৴པ性がߴいです。日

本のものがいという༁ではないのです͚れども、場合

によっては、ݩૉによっては、まͩ、きちΜと出ていな

いようなものもある༁です。

たͩ、放射化分析というものは、ൺֱ的؆୯にଞݩૉ

同࣌にできますので、そういうデータの出るݩૉは、ͩ

いたいきちΜとఆྔできていますので、それが出ている

ものについては、それがਪとして使う͜とができま

す。͜れらのඪ४ؠ石はೱ度がܾఆされているので、͜

れをඪ४物࣭として使用できます。ࣸਅࠨԼの෧ೖされ

たค資料ですが、3 ܻの番号が͑ݟるとࢥいます͚れ

ども、͜れがඪ४ؠ石です。3 つΞϝリΧのඪ४ؠ石を

等間ִにஔしていれ、྆サΠυに、日本のඪ४ؠ石を

ೖれる。͜れをどΜどΜੵΈॏͶていきます。

ॱ番にੵΈॏͶてい͘と、1DN ͘らいのߴさにೖり

ます（ࣸਅ 11 ӈԼ）ので、ちΐうど中性子を当てた

一さを保ূするという意ຯで、一ۉに、中性子ଋの࣌

番に日本の地࣭調査所のؠ石をೖれて、ඪ४ؠ石を

チェックする形にします。

͜れは、ΨンϚઢのスϖクトϧϝトリーの分析݅で

す（図 6）。あまりな͡Έがないかとࢥいますが、いま、

環境放射という分で͜ういったものが良͘出てきて

いるかとࢥいます。たͩし、中性子によって放射化さ

れたものがΨンϚઢで出てきていますので、ଟ͘のϐー

クが出てきているとࢥいます。

͜れ（図 7）が一ि間ྫྷ٫後のΨンϚઢスϖクトϧで

す。1ि間ྫྷ٫資料で基本的には1000ඵ間ଌっています。

͜ちら（図 8）が、1 か月間ྫྷ٫後 10000 ඵ間ଌります。

間あたりの放射がগな࣌͘間がたてたつ΄ど୯Ґ࣌

なるので、い࣌間か͚てଌఆする͜とになります。

ݮ期によって 3 ճ͘らいのଌఆをする形になります

（図 6）。

ઌ΄どのΞϝリΧ合ऺ国の 3 つのඪ४ؠ石をൺֱඪ४

としてఆྔをし、それから、日本の 2 つのඪ४ؠ石で、

ఆྔઢのチェックをします。ଟݩૉ同࣌ఆྔといっても

一か月͘らいのい࣌間をか͚ています。い࣌間か͚

て、Ώっ͘りݟてい͘、とそういう形でఆྔ性を保࣋で

きる、ఆྔ性を保ূできるような形で分析が行われます。

図 9 は、実ࡍにはίンϐϡータ上で行ってるわ͚です

͚れども、͜のようにЍઢスϖクトϧにはόックάϥ

ンυがありますので、͜の形の部分の面ੵ（#）を機

ց的にࢉܭして、όックάϥンυをࠩしҾ͘という形

になります（"）。όックάϥンυというのは、ࠩޡ

にޮいてきます。普通は方؟目盛（ӈ上）でݟていきま

す͚れども、͜ ちらはର目盛（ӈԼ）でݟていきます。

ର目盛で 10 ഒ、100 ഒ、1000 ഒになってきますから、

όックάϥンυのม動をݟるには、ର目盛で確認し

す͘なります。方؟目盛でݟると、Φーόースέーϧ

してしまうので、ଟ͘の場合、ର目盛でݟます。όッ

ࣸਅ ��　νΣϨϯίϑ์ࣹʢཱڭେֶڀݚྗࢠݪॴ
　　　　　53*(".BSL�ᶘʣ

ࣸਅ ྉࢼੴͱরࣹؠԽੳ　ඪ४ࣹ์ࢠதੑثػ　��
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クάϥンυの形とか、࠷ऴ的には͜のϐーク（"）の

をして、͜れをඪ४物࣭とのൺをとって、ఆྔ分析ࢉܭ

をしていきます。ଌఆ࣌間を͘すれする΄ど、૬ର

が小さ͘なります（図ࠩޡ 9 ࣌Լ）。できる͚ͩいࠨ

間ଌりたい͚れども、一度の照射でԿे資料もろうと

すると、ࠓ度はの੍ݶが出てきますので、分析のਫ਼度

と࣌間、ϚγンタΠϜとの関で、その都度その都度、

実ݧ݅をܾめてい͘という形になるのかとࢥいます。

表 7 のが小さ͘てݟに͘いかとࢥいますが、黒༵

石 +R-1 と、+R-2 という日本のඪ४ؠ石のଌఆ݁果です。

りฦし、いつも、さき΄どの܁ +#-1B、+(-1B、をೖれま

すが、黒༵石もΨϥス࣭でちΐうどいいので、͜のลを

同࣌照射してチェックもしています。ฏۉを出して、

ਪ（文ݙ）と合うかどうかをඞͣチェックをして

いきます。

ඞͣ、ఆྔ性と、ਫ਼（ਖ਼）確さとਫ਼度を、͜ういった

形で確認していきます。すてのݩૉのఆྔ性が良いわ

͚ではな͘て、ݩૉによっては放射化されすいものと、

されに͘いものがあって、分析݅などによって、͜の

いまࢥ有のׂ合でޮいて͘る形になるとݻૉにݩがࠩޡ

す。

ʲ生࢈地のࣝผʳ

それでは、生࢈地のࣝผは、実ࡍにはどうるのか、

というのをݟていきたいとࢥいます。

ઌ΄どご覧いたͩきました表的な資料になります

（ࣸਅ 1）。͜れも、ઌ΄どごհした資料になります（ࣸ

ਅ 4）。͜の資料の͜の面はしておきたかった、͜の

ഁยは大事ͩと考古学の研究ऀの方々と良͘そういった

をしますので、ご૬ஊしながら、ど͜をったら、っ

ても良いのか、という͜とを確認して、͜͜の報は

してお͘、͜͜のと͜ろは良いよ、といった形で、μΠ

ΞϞンυΧッターでΧッςΟンάします。断面をࠓ度は

ᬵༀ͚ͩを外して、前ॲ理をします。ですから、࣌間は

かかってしまう͜とになります。

実ମݦඍڸのԼでϋンυϐックと言っています͚れど

も、ϐンηットなどでఠまΜでい͘という形で、ᬵༀが

付いていないような部分を؟でͻろってい͘͜とにな

ります。ですから、͜͜が一番、大มॏ要になります。

ᬵༀがちΐっとでも土に分析する側の試料にೖってし

まいますと、Ԛછになってしまいます。もちろΜ、คࡅ

のஈ֊で、そ͜にೖってしまうԚછ成分も、ඍྔ成分と

かに大き͘ޮいてきますので大มؾをݣう部分になりま

す。

それで、断面のと͜ろから、サンプϧをऔり出すとい

う形になります。なる͘ഁย資料のμϝージのগない

部分からり出してサンプϧを採るようにしておりま

す。

一つの分析の例で、ං前・有田地区の分析݁果です（表

8）。φトリϜ（/B）とమ（FF）というのがओ成分ݩ

ૉです。୯Ґはˋです。ϧϏジϜ（RC）からҎԼが、

QQN という୯Ґ、10 のϚΠφス 6 のೱ度になります。

0.01ˋが 100QQN になります。1ˋが 10000QQN になり

ます。

φトリϜమというのは、ؠ石きもののओたる構

成成分（ओ成分ݩૉ）になります。ϧϏジϜ・ηγ

Ϝ（CT）というのは、प期表の中で一番ࠨにあるもの

でΞϧΧリۚଐݩૉです。資料にはप期表がないの

でਃし༁ありまͤΜ。

それから、ϥンタン（-B）、ηリϜ（CF）、サϚリ

Ϝ（4N）、ϢロϐϜ（&V）、ϧςチϜ（-V）、

というのは、प期表のԼのཝ外に出て͘る部分のݩૉ܈

です。ر土ྨݩૉとݺれています。

それから、トリϜ（5I）、ϋϑχϜ（)G）、スΧ

ンジϜ（4D）です。

͜ういったそれͧれのݩૉのڍ動にಛがありますの

で、そのڍ動に基ͮいて、陶磁器土のそれͧれのݩૉ

のೱ度がมわってきます。

ࣸਅ 2 は、有田のࢁล田（༼跡出土資料）と柿ӈӴ（༼

跡出土資料）をࣸしております͚れども、ൺֱ的࣭ۉな

例をݟていたͩいているとࢥいます。表 8 はࢁล田から

出た 9 資料、柿ӈӴから出た 10 資料の分析݁果です。

ఆྔをൺֱすると、そΜなにม動がない、͜れをม

動があるというのか、ないというのか、はしいです͚

れども、表 8 では༼ごとにはそΜなにࠩはないとࢥいま

す。

͜͜では、一例としてトリϜをݟていきます。ࢁล

田の方ですと 22 ʙ 26QQN、柿ӈӴは 19 ʙ 20QQN で

ちΐっとࠩがあります。྆ऀが区ผできるかをチェック

してい͘形になります。

͜のような分析において、Կ資料、Կ点͘らいれ

いいのʁとよ͘ฉかれるのです͚れど、それも、ਖ਼言っ

てわからないというのがݱঢ়かとࢥいます。ってΈな

͚れ、わからない部分があって、そのลはԿ点で表

になりますというのはなかなか言いに͘いものです。ܦ

な系ですと、10࣭ۉ、的にはݧ 点͘らいれ、ある

ఔ度いいかな、とࢥっています。後で、ଞの地Ҭの分析

表をݟていたͩきますとわかるのです͚れども、例͑、

୩をݟていたͩきますとわかりますが、かなりらつ

いています。
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༼ごとに、いろいろと༼の性࣭とか、おそら͘、その

らつきで༼のಛが出て͘るՄ性があるかもしれな

いとࢥいます。

ʲ理学部 7 号館地点ʳ

͜のようにして生࢈地ができましたので、ઌ΄どの東

大理学部 7 号館地点の 32 点について、Έていきたいと

。いますࢥ

図10に関࿈資料6点（ീ田中遺跡2点、ਧ上遺跡4点）

もؚめて、͜のクϥスター分析の݁果を樹形図でࣔしま

す。1 から 4 は古୩༷式であります。4 個ମがまとまっ

てଟগଞの資料とはएׯҧうのかな、というのが͑ݟて

いるとࢥいます。

樹形図のԼの方に東大の 2 άϧープがあります。東大

09、10 が中国の㦆ऱ༼、それから、東大 06、07、08 と

いうのが、ܠಙのάϧープになります。͜のീ田中

（ീ田中 -01、ീ田中 -02）が୩࢈とਪఆされています

が、東大のओάϧープとはҧっています。一応東大の 1

άϧープと同一のάϧープを作っているようにΈ͑ます

が、͜のลが、ଞのҧう地Ҭがೖってきますと、はっき

りして͘るのかとࢥいます。

生࢈地のクϥスター分析の݁果が図 11 です。

͜のように生࢈地資料と同一のクϥスターを作った部

分が同一の生࢈地という෩にして考͑ます。

例͑、خ地区が、2 地Ҭあるとか、ං前の有田地

区がい͘つかに分ྨできそうͩとか断する͜とがՄ

となります。生࢈地のクϥスター分析に、消費地のクϥ

スター分析を組Έ合わͤてい͘͜とで生࢈地ਪఆがՄ

となります。

消費地と生࢈地、͜れをซͤて一ॹにしたクϥスター

の݁果が図 12 です（関࿈資料 6 点もؚΜでいます）。デー

タがଟ͘なって小さいのでわかりに͘いのですが東大の

ようにগし、͜のඈび出たと͜ろが消費地遺跡の資料で

す。ԜΜͩと͜ろが生࢈地遺跡の資料です。

͜のクϥスターに分ྨされていると͜ろを生࢈地と考

͑ます。ৄࡉは後で、表（資料 1 表 10）になった

と͜ろでごઆ໌します。

図 12 の樹形図の࠷Լஈの部分（ະఆと記された資料

͜、います。たͩࢥが、中国の資料になるかと（܈ ͜に、

東大理学部 7 号館地点の中国の 5 点と、ਧ上遺跡の中

国࢈とਪఆされた資料 1 点がೖってきて、ઌ΄ど、生࢈

地のΈのクϥスターとは形はҟなっていますが、中国で

ผのάϧープを作っている、というのがわかります。

生࢈地ਪఆの一つのಛになります͚れども、たͿΜ、

中国のデータがありまͤΜので、͜のஈ֊で、日本࢈で

はどうもなさそうͩという͜とが、͜の݁果から言͑た

わ͚です。

そ͜で、ਧ上遺跡についてです（図 13）。ਧ上遺

跡をݟてΈますと、色絵の 3 ยとݐのછ付（資料

1 表 7）です。ઌ΄どの͜͜のਧ上、東大をೖれない

方がはっきりします͚れども、͜の 3 点（01 ʙ 03）は、

ಛに、ං前の有田地区の方にೖっています。͜の 3 点は

ං前の有田地区、あと 1 点（04）は中国࢈で良いͩろう

と。͜れもはり、基४資料がありまͤΜので、Կとも

い͑ない部分になります。গな͘ともං前ではないとい

う͜とははっきりしているとࢥいます。

消費地遺跡出土磁器ยの生࢈地ਪఆの݁果（資料

1 表 10）をݟてΈます。東大͚ͩでまとめますと、32

点です。有田地区 23 点、ݟࠤ 4 点。ਧ上遺跡の方

は、ઌ΄どの݁果になりますが、ං前 3 点、ະఆとした

のが 1 点（たͿΜ中国）です。ࢬ番号間ҧ͑ています。

4 です（おわびしてగਖ਼いたします）。東大の資料でະ

ఆが中国のܠಙと、ݐল㦆ऱ༼です。ീ田中遺跡出

土資料は୩࢈であるとਪఆされました。͜ういった形

で、生࢈地ਪఆが、ଟݩૉの報を組Έ合わͤてղ析す

る͜とによって、はっきりさͤる͜とができました。も

う一つは、生࢈地をࡉ分化できるのかというのが、͜れ

からの՝であろうとࢥいます。もしかしたら、そΜな

にࡉ分化できていないのは、当࣌の生࢈のऔりܾめなど

もあるかと考͑ています。ٯに、そういうものも、もし

化学分析を系౷的に行ってい͘͜とによって、一つの理

ղというものを与͑て͘れるのではないかなとࢥってい

ます。

ʲ東大Ҏ外の中国品などʳ

磁器との関࢈東大の方が一ஈམしたので、中国、ࠓ

をݟてΈようと考͑ました。ۙྡのと͜ろで、都立ϲ

して出土しまࡏのものがࠞ࢈とං前࢈から、中国ߍߴٰ

した。中国࢈ 30 点、それから、ං前࢈ 10 点、合ܭ 40

点を分析しました。40 点の内容は、（資料 2）プリ

ントのデータの方に書いてあるかとࢥいます。記ड़͚ͩ

になります。

資料 2 の 2 ຕ目の表（32 ϖージ）です。ਪఆ生

。ఆによる݁果がࣔされています؟地として࢈

報告書にはきちΜとあ͛たものでプリントしていな͘

てਃし༁ないのです͚れども、都立学ߍ遺跡調査会でਪ

ఆした生࢈地です。͜れについてクϥスター分析した݁

果です（図 側がࠨ。（14 40 点のクϥスター分析です。

ӈ側が生࢈地資料として出光美術館で所蔵している生

。地の採集陶ยのデータをॏͶてΈたものになります࢈
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ං前のάϧープ、中国・ܠಙのάϧープ、その΄かの

中国άϧープ、という෩に分かれた形となります。

たͩ、出光美術館の所蔵品は採集資料なので、ࠞࡏし

ているものもあるので、͜のลのと͜ろについては、研

究が止まってしまっています。また都立ϲٰߍߴ遺跡

出土資料は小ย資料なので、中の生地のఆのΈでは

しいのかなとࢥっています。ですから、本法でਪఆした

άϧープが、生࢈地のάϧープで 1、2 点はೖれସわっ

ているものもありますので、ࠓ後の՝になるのかなと

。っていますࢥ

それから、͜の出光美術館のデータについても、生࢈

地の方にあ͛ておきました͚れども、（各）資料が（各

༼、生࢈地の）表的なものか、という͜とを、γスς

ϚςΟックに組Έ立てていかな͚れならないとࢥいま

す。

その点、ං前とか、日本の古陶磁研究については、ඇ

ৗにૉらしい成果がੵΈ上がっているので、そ͜のと

͜ろを採るという͜とが、はり、៉ྷな成果がでる理

༝、意ຯがあるのͩろうなとࢥいます。

ʲࠐݟΈߥү文、日のࣈ႗文の分析ʳ

ං前のߥࠐݟү文の研究も、ϕトφϜでの出土例と、

日本の東京大学本郷構内の遺跡から出土した資料につい

ても行ってきました。東大の 4 ยと、ϕトφϜのϗΠΞ

ンから出土した 7 ยです（ࣸਅ 12）。ఆྔ݁果を表 9 に

ࣔします。

͜れらの生࢈地ਪఆの݁果を図 15 にࣔします。有田

地区のάϧープのなかに東大のものが 1 点（2）、ϕトφ

Ϝ・ϗΠΞンのものが 3 点（3・6・7）。それから、ࠤ

地区のと͜ろに、東大のものがݟ 1 点（4）と、それか

らϕトφϜ・ϗΠΞンが 2 点（1・2）です、خ地区が

東大 1 点（1）、ϕトφϜ・ϗΠΞン 2 点（4・5）とۮવ

ですか、3 つの生࢈地に΄΅ۉ等な点がਪఆされまし

た。

͜のように、ଟݩૉ同࣌ఆྔと、クϥスター分析によっ

て、生࢈地の基४試料の構ஙが一番大事な͜とであるΜ

ͩろうとࢥいました。͜れは、͜れからのまた՝にな

るのͩろう、とࢥっています。

ʲICP 発光分光分析のҠ行ʳ

そろそろ࣌間になりますので、͜れまでの報告が、ࠓ

日の本論になります͚れども、立教大学のݪ子のഇ

にともなって、ࡏݱは、ICP 発光分光分析にҠ行して

いますので、その部分をごհしたいとࢥいます（図

16）。

本ஔでは、ߴपで 6000ˆ͘らいまで上͛ま

す。資料をプϥζϚ内にໄして、プϥζϚのঢ়ଶで

6000ˆ͘らいになりますから、すてݪ子化されて、ଟ

͘のݩૉがྭىঢ়ଶにあがります。

そのྭىঢ়ଶから、基ఈঢ়ଶにམちる࣌に光を出しま

す。その光を分光器で分光して、ݕ出器でݕ出します。

そのによって、ఆ性分析ができます。その光のڧ度

によって、ఆྔ分析ができますので、ଟݩૉ同࣌ఆྔが

Մとなります。

出器のϝΧχζϜはݕ 2 छྨあります͚れども、1 個

の分光器のճ転格子でม͑てい͘γンάϧチャンωϧの

ものと、ݕ出器をฒておいてごとにଌఆするϚϧ

チチャンωϧのものとがあります。一ൠ的にϚϧチチャ

ンωϧはՁ格がߴいので、γンάϧチャンωϧものがଟ

いかとࢥいます。たͩし、本法の࠷大のܽ点は、༹ӷに

しな͚れならない͜とです。もちろΜ࿑ྗとあるఔ度

の技術とがඞ要となります。

機器中性子放射化分析ではඍྔ成分ݩૉに目しまし

た͚れども、͜ちらの分析ではओ成分ݩૉはきちΜとఆ

ྔできる͚れども、ඍྔ成分ݩૉはまͩ、ݪ子化される

ΤωϧΪーϨϕϧのঢ়ଶがありますので、50NH ఔ度で

きちΜとఆྔできるのは、ओ成分ݩૉを中心に 10 ૉݩ

͘らいです。ඪ४ؠ石をൺֱඪ४として使用してఆྔ分

析を行います。ඪ४ؠ石でೱ度がわかっていますので、

͜れらを基४にして、ఆྔ分析ができていきます（ࣸਅ

13）。

Φーブンの中で、110ˆで 1 、間͘らい加しますと࣌

ϑッ化水ૉ（)F）で 4J の݁合がれて、分ղされ、༹

ӷ化できます。それをॲ理して、分析ஔにか͚てఆྔ

分析を行います（ࣸਅ 14）。

͜うした分析によって、ओ成分の 8 ૉと、ඍྔ成分ݩ

ૉであるストロンチϜ（4S）とόリϜ（#B）のݩ

ఆྔができます。έΠૉについてはࢎ分ղ࣌にش発して

ࣸਅ ��　ϕτφϜࠃͷҨ͔Βग़ಃ࣓ث
磁器「႗文ࣈ日の」、「ү文ߥࠐݟ」
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しまいますのでఆྔはできまͤΜ。

磁器の場合ですと、ऊྔݮがগないので、100 から

ओ成分 8 化物のؚྔをҾいてりますと、έΠࢎૉのݩ

ૉのࢎ化物のؚ有ྔの目҆になるのではないかな、とい

う形でいます。

資料のチェックとして、石県小দの大࢈୩、ࠓ

遺跡から出土した資料で、୩࢈とࢥわれる資料とං前

。しています౼ݕ、われる資料を分析してࢥと࢈

資料 4 にデータをશ部おࣔししてあります。͜れ

らの݁果につきましてはผの機会に発表できれとࢥっ

ています。

ʲまとめʳ

͜͜までૉ地のҧいをݟてきましたので、͜れからの

՝として、例͑、&PM"（9 ઢϚΠクロΞφリγス（図

17））といって、樹ࢷに埋めࠐΜで断面で、ৠணして、（電

子ઢをあてますのでチャージΞップしないようにૉを

ৠணするのです͚れども）ૉ地とᬵༀの部分のہ所分析

できます。͜ういったと͜ろのہ所分析を試Έたいと

。っていますࢥ

なかなか、͜のように資料をってよいという機会が

なかなかないのですが、たͩ、ૉ地と外のᬵༀの報が、

ど͜を分析したのかがわかる͜とがॏ要です。また、ۉ

࣭性の問などもきちΜとチェックしていないので、そ

のลのと͜ろを、ࠓ後の՝かなとࢥっています。

本ஔでは、電子ݦඍ૾ڸとしてݟられますので、͜

ういったᬵༀのްΈのҧいます、ۭؾのൈ͚۩合Ψϥ

スの性࣭も、ম成技術の問としてऔりѻ͑る͜とにな

ります。ݩૉ報を同࣌にとる͜とによって、陶磁器の

ম成、あるいは࢈地の問にͤまってい͚るのではない

かないかと考͑ております。

ʲ࠷後にʳ

͜͜まではഁյ分析かりのをしてまいりました。

͜れは 9 ઢ C5 の݁果です（図 18）。まͩ、陶磁器の方

では行っていないのです͚れども、͜れはඇഁյ分析で

のಋೖもࢹにೖれるきかと考͑ています。͜れは、

ίΠンの分析の例です。埋蔵環境でͩいͿ表面をられ

てしまっています。表面が͑ݟないঢ়ଶになっています。

保ଘॲ理を行った資料です。͜ういったものをಁࢹの̭

ઢでݟますと、断面のঢ়ଶが͑ݟても、Կが書いてある

かよ͘わかりまͤΜ。9 ઢ C5 によって、断面の内部の

報で、͜͜に人のإがあるௗのϨリーϑがあるという

形で、ඇഁյで報がऔれます。͜ういった 9 ઢの断

面の؍を組Έ合わͤて内部構の報として採れない

ͩろうかと考͑ていると͜ろです。

後まࠓ、はগし中断しているような形です͚れどもࠓ

た、いろΜなςーϚ、いろΜな研究によって໌らかになっ

て͘る͜とが増͑てきています。そういったもので次の

スςップに行͚るのではないかとࢥっています。

まͣは、データをきちΜと整理して、ご報告をする機

会をૂっていますので、できましたら、Կらかの機会で

ご報告したいとࢥいます。
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ਤ ��　ੜ࢈Ҩग़࣓ثยͷΫϥελʔੳ
生࢈地遺跡出土ɿ江戸࣌前期ɿං前地Ҭ（有田地区 11 ༼ 37 点、خ地区３༼７点、ݟࠤ地区４༼ 11 点）、上の
　୩古༼跡（１号༼３点、２号༼１点）、古༼跡（岡）̕点、ඣ୩古༼跡（広ౡ）２点ݪ
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ਤ ��　౦ژେֶຊߏڷҨཧֶ෦̓߸ؗग़࣓ث ��ยͷੜ࢈ਪఆ
消費地遺跡出土ɿ東大理学部７号館地点（古୩༷式４点、ҏສཬ༷式１点、17 世紀ං前࢈ 23 点、中国江লܠಙછ３点、
　　　　　　　　ݐল㦆भ༼系ޖਢ絵２点）、ീ田中遺跡２点、ਧ上遺跡４点
生࢈地遺跡出土ɿ江戸࣌前期ɿං前地Ҭ（有田地区 11 ༼ 37 点、خ地区３༼７点、ݟࠤ地区４༼ 11 点）、上のݪ古༼跡（岡）̕点、
　　　　　　　　ඣ୩古༼跡（広ౡ）２点、୩古༼跡（１号༼３点、２号༼１点）
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ਤ ��　ਧ্Ҩʢࣛࣇౡݝʣग़࣓ثยͷੜ࢈ਪఆ

生࢈地遺跡ɿ江戸࣌前期ɿං前地Ҭ（有田地区 11 ༼ 37 点、خ地区３༼７点、ݟࠤ地区４༼ 11 点）、
　　　　　　上のݪ古༼跡（岡）̕点、ඣ୩古༼跡（広ౡ）２点、୩古༼跡（１号༼３点、２号༼１点）
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ਤ ਪఆ࢈ͷੜث႗จ࣓ࣈүจɾͷߥΈࠐݟ　��

ਤ ��　*$1ൃޫޫੳʢJOEVDUJWFMZ�DPVQMFE�QMBTNB�BUPNJD�FNJTTJPO�TQFDUSPNFUSZ���
ʢ*$1ʵ"&4ʣʣͷஔͷུ֓

ਤ ��　̭ઢϚΠΫϩΞφϥΠβʔʹΑΔ
ಃ࣓ثͷஅ໘ௐࠪͷ࣮ࡍ

ਤ ��　̭ઢ$5ʢౡ࡞ॴ4.9����$5ʣ
�　　　�ʹΑΔίΠϯͷௐࠪ

消費地遺跡ɿϕトφϜ・ϗΠΞン市内７点、東京大学構内遺跡４点
生࢈地遺跡ɿං前地Ҭの有田、خ、３ݟࠤ地区２̕点
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ද �　ཻͱ߭ͱͷؔ（（1992）߁による）（（1992）߁による）

ද �　ಃ࣓ݪثྉͷ೪ɾಃੴྨͷԽֶੳ（ˋ）ද �　ಃ࣓ݪثྉͷ೪ɾಃੴྨͷԽֶੳ（ˋ）
ૉ༸一 	1993）『陶ܳのための科学　増ิ改ఆ版』ݐ設૰合資料ࣾ
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ද ੴؠԽੳʹΑΔඪ४ࣹ์ࢠதੑثػ　�
　　　　　　　　　　　+3��ɺ+3��（黒༵石ɿ和田ಕ）ͷఆྔ݁ՌͷҰ例　　　　　　　　　　　+3��ɺ+3��（黒༵石ɿ和田ಕ）ͷఆྔ݁ՌͷҰ例

ද �　ංલɾ༗ా۠ݹ༼ग़࣓ثยʢ̍ʣ
機器中性子放射化分析（/BFFҎ外はQQN）
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